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《新・尼崎の本棚 １３３》 

＜図書館の休館日＞ 開館時間 午前９時～午後８時（日曜・祝日は、午後５時１５分まで） 

尼 崎 市 立 北 図 書 館 

尼崎市南武庫之荘３－２１－２１ 

ＴＥＬ（０６）６４３８－７３２２ 

ＦＡＸ（０６）６４３８－７３４４ 

 令和７年（２０２５）第４８９号 

●落語に関する本● 
『米朝ばなし』    桂 米朝／著    毎日新聞社  210423684 

『米朝らくごの舞台裏』   小佐田 定雄／著   筑摩書房   310408112 

『上方落語の四天王』   戸田 学／著   岩波書店   211951560 

北図書館だより3月号 

ほうれんそう 

三月：弥生 

「草木弥生月」の略。弥生には一段と 

生い茂るという意味がある。 

別名：桜月、花見月、花咲月、春惜月 

行事：ひな祭り、磯遊び、山菜採り、 

卒業式、春彼岸、春分の日 

啓蟄：暖かくなって冬眠から目を覚

ました虫が土の中から出てくる季節 
（参考「心をそだてる子ども歳時記12か月」

  橋本裕之／監修 講談社） 

 上方落語の金字塔 桂米朝生誕100年 

  尼崎市は令和６年度事業として、桂米朝氏の功績を若年層にも伝え、次世代に受け継ごうと氏の
顕彰事業に取り組んでいます。上方だけでなく全国の落語界の重鎮として活躍した桂米朝氏の芸
能活動の功績と、人間的な魅力の全容を紹介する特別展が、現在尼崎総合文化センターで開催さ
れています。「生誕百年・没後十年特別展 桂米朝 噺家の姿」会期は３月２３日まで。 
  桂米朝氏は1925（大正14）年、旧満州の大連に生まれ、５歳の時に一家で帰国し姫路に居住し
ます。幼少時代から落語に興味をもち、作家・寄席文化研究家の正岡容に師事し、４代目桂米團治
に入門、３代目桂米朝を襲名しました。戦後まもない当時、落語という芸能は不振のどん底でした。
米朝氏は、上方落語を笑福亭松鶴（６代目）、桂文枝（５代目）、桂春団治（３代目）と共に復興させ
ました。また、古典落語の研究にも取り組み、一度滅んだ演目を多数復活させています。自身が演
者、研究者として一流を極める一方で、数多くの個性的な弟子を育てました。 
  武庫之荘に居を移したのは、1960（昭和35）年のことで、家族に加え常に内弟子が複数同居し
ていたとか。尼崎市在住となり、地域の芸能の普及にも尽力し、1977（昭和52）年から若手落語家
育成のために琴秋閣で始めた尼崎落語勉強会は、琴秋閣の取壊しに伴い、尼崎市総合文化セン
ターに場所を移した後、現在まで続いています。2025（令和7）年2月に第284回目の開催を迎え、
今では伝統ある後進育成の場となっています。 
  尼崎市では今年度の桂米朝顕彰事業において、若年層に芸能や伝統文化に触れる機会を提供
することで、シビックプライドの醸成を図っています。桂米朝氏の功績を知ることで、歴史や文化芸術
を通じて、人々が地域に誇りを持ち、郷土愛を育むきっかけになることを願っています。 

（「人間国宝 桂米朝とその時代」兵庫県立歴史博物館／編集・出版  
「上方芸能 197号（2015年9月号）」 上方芸能編集部／編集・出版） 

           

 印の日はお休みです 

https://www.amagasaki-library.jp/


最終木曜日３月27日（木）は開館します 

    
  一般大展示  「空を飛ぶもの」 

  ２階展示    「室町さんぽ ～落第忍者乱太郎を手がかりに～」 

＜３月展示のご案内＞ 

めざせ！図書館マスター ～レッドラベルのナゾ～ 
【日 時】 ３月20日（木・祝） 午前１0時～午前１1時 

【場 所】 北図書館 館内 

【対 象】 小学生 ※保護者同伴可 

【定 員】 10人（先着順） 

【申 込】 ３月6日（木）～ 1階カウンター、または電話にて受付。 
 

図書館の本に付いているレッドラベルのナゾを解き明かそう。 

本探しミッションをクリアして、みんなで図書館マスターになろう！ 

 

みんなであそぼう！あかちゃんひろば 
【日 時】 ３月19日（水） 午前１１時～昼12時 （午前１０時４５分開場） 

    読み聞かせ 午前１１時～午前１１時30分 

【場 所】 ３階集会室 

【対 象】 ０～２歳くらいのお子さんとその保護者 

【申 込】 不要 ※途中の入退場自由 
 

毎月第１・３水曜日に行っている「あかちゃんひろば」の出張拡大版です。 

手遊びを交えた読み聞かせや本の紹介を行います。 
 

３階の広いお部屋におすすめの本と手作りおもちゃを用意していますので、自由に読ん

だり遊んだり、皆さんの交流の場としてもご活用いただけます。是非ご参加ください。 

絵本の世界にまよいこもう！巨大めいろ 2025～春～ 
【日 時】 3月28日（金）～30日（日） 午後１時～午後3時 （受付終了は午後2時45分） 

【場 所】 ３階集会室 

【対 象】 子どもとその保護者 

【申 込】 不要 
 

図書館の中にダンボールめいろが出現！おはなしクイズを解いて、ゴールを目指そう！ 

クイズは毎日変わります。楽しい絵本もたくさん用意して待っています。 
 

※文字が読めないお子さんは、できるだけ保護者同伴でご参加ください。 

  また、会場の混雑時には入場制限をかける場合があります。 



 『とっても不幸な幸運』 

畠中 恵[著]／双葉社 

 

 新宿に、『酒場』という名の店がある。

ひねくれているけど料理上手で世話好きの

店長と、ちょっと癖のある常連客たちが居

る『酒場』に持ち込まれたのは、「とって

も不幸な幸運」という名の缶。缶がもたら

すのは幸せか災いか。「小説推理」連載を

加筆・訂正して単行本化。 

 

 

 

 【日 時】 ３月１９日（水） 午後２時から１時間ほど 

 【場 所】 ３階 集会室 

 【内 容】 『ひょうたん』   宇江佐 真理／著  

               

  朗読はボランティア「ま・どんな」のみなさんです。 

『ゆめつげ』 

畠中 恵[著]／角川書店 

 

 江戸は上野の清鏡神社には、のんびり者

の兄・弓月と、生真面目な弟・信行がい

る。兄に「夢告」の能力があるという噂を

聞きつけてやってきた依頼人は、裕福な札

差の一人息子の行方を探してほしいとい

う。礼金に目が眩み、弓月は弟とともに出

かけてゆくが……。 

『つくも神さん、お茶ください』 

畠中 恵[著]／新潮社 

 

 “読む”というのは、書き手が建てた

“本”という家を訪問するような行為では

ないか……。「しゃばけ」シリーズの作者

が、デビュー秘話やいままで出会った本、

旅や食について綴る。「オール讀物」「小

説現代」などに掲載されたエッセイやコラ

ムをまとめ、書籍化した初のエッセイ集。 

漫画家アシスタントなどを経て、1988年に小学館より漫画家としてデビュー。その

後、都筑道夫の創作講座に通って作家を目指し、2001年『しゃばけ』で小説家デ

ビュー。「しゃばけ」シリーズで第1回吉川英治文庫賞を受賞。「しゃばけ」シリーズ

は、舞台やドラマにもなっており、2025年のテレビアニメ化も決定している。 

『つくもがみ貸します』 

畠中 恵[作]・もけお［絵］ 

／KADOKAWA 

 百年を経た器物が妖と化して力を得たも

のを“つくもがみ”という。江戸・深川で

姉弟が営む「出雲屋」は、鍋・布団・着物

と、なんでも貸し出す古道具屋だが、品物

のなかには、どうやら櫛や掛け軸などの

“つくもがみ”がいるようで……。TVア

ニメの原作。【小学５～６年生から】 

※状況により、内容の変更・中止になる可能性があります。 

〔はたけなかめぐみ〕1959年～高知県生まれ。名古屋造形

芸術短期大学ビジュアルデザインコース・イラスト科卒。

小説家。『しゃばけ』で日本ファンタジーノベル大賞優秀

賞を受賞。ほかの著書に『猫君』など。  



2025 年 3 月  

日 月 火 水 木 金 土 
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30 31           

 3月 

おひざ  （0～2さい くらい）   午後2：00～ 
小さい人 （3～5さい くらい）   午後2：15～ 
大きい人 （小学校低学年）   午後2：40～ 

  第１・第２・第３ 土曜日 場所：３階集会室 

３／１（土） 
●おひざのうえ  

「はいたっち」  
「またまたはーい！」 

〇小さい人 

「ぱくぱくはんぶん」  
「だいこんとにんじんとごぼう」 

◎大きい人 

「山いっぱいのきんか」  
「あめだま」 

 

今月の展示           

児童室 
おはなし会 

 第１・第３水曜日 

 あかちゃんひろば 
場所：１階絵本コーナー 

３／５（水） 

 午前11:00～11:20 

０さい～２さいくらいのお子さん向け 
赤ちゃん絵本、わらべうた、手遊びなど 

第２・第４日曜日  
  場所:１階ロビー２さいくらいから 

３／９（日）、３／２３（日） 

午前11:00～11:20 

季節の絵本や紙芝居など 

『はるのほん』         

※ 日・祝日は、午後５時１５分まで 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

３／１５（土） 
●おひざのうえ  

「ぴょーん」  
「うずらちゃんのかくれんぼ」 

〇小さい人 

「ちびゴリラのちびちび」  
「こすずめのぼうけん」 

◎大きい人 

「うさぎのホッパー 
はるをさがしに」  
「こびとのくつや」 

休館日 

３／８（土） 
●おひざのうえ  

「いちご」  
「ふうせんねこ」 

〇小さい人 

「おなべおなべにえたかな？」  
「おむすびころりん」 

◎大きい人 

「わにさんどきっ  
はいしゃさんどきっ」  
「三びきのこぶた」 


